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第3章　情義・離転職・初期キャリア

　本章では、卒業後1年目から10年目までの大卒者の初期キャリアを把握することを課題とする。

ひとつの柱として離転職に注目して、それに関わる初職実態を明らかにし、早期離職などの特徴

を把握するとともに、それが大卒10年間の初期キャリアにどう反映しているのかを検討したい。

もちろん、本章では、離転職とともに、初職への就職から現在の就業状態までの「初期キャリア」

を、調査票にそって幅広く報告していく。

　対象は、学部卒業時の就職者14，239名であるが、初期キャリアの問題は教員・公務員と民間就

職者で事情を異にするため、分析を進めるばあいにはもっぱら民間企業就職者11，272名に対象を

しぼっていく。

　第1節では、学部卒業後の初職への就職実態を扱い、企業規模などの専攻分野別の比較を行い、

企業側の初任配属や初期のキャリア管理の方針も併せて検討する。第2節は、大卒離職と転職の

実態、要因の分析を行う。これは、他の統計資料等がほとんどなく、早期離職の問題など、労働

行政から見ても直接に実践的な課題とかかわっている。こうした離職の規定要因としての、第1

節であつかう初空就職実態の検討も行う。第3節では現職とそこに至るキャリア、つまり職業の

経歴と、年収の実態を把握し、それが離転職とどう関わっているのか検討する。そして、第4節

では、大学入学から卒業して現在にいたる「初期キャリア」の選択にかかわる主観的な評価もさ

ぐってみたい。

　なお、ここでは性別・専攻分野による比較が主となるが、卒業年別の比較も重要な柱である。

その場合の「卒業年」の意味するところは、それぞれの節で異なる側面を持っていることに注意

しておきたい。つまり、第1節では大卒労働市場における需給の「時代的変化」を読みとること

が主眼となる。他方、第2節以下では、異なる時代に就職し、異なる就業経験年数の対象者の経

歴および現状を分析している。このため、卒業年次間での差異は、大卒労働市場の入口の差とい

う「世代」と「時代」条件に起因したものか、あるいは就業期間の違いなどの「年齢・経験」条

件によるものか、結果の解釈には慎重を要する。
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第1節　初職の就業先と初任配属

　1）　学卒後の進路先

　学卒就職者14，239名の学部卒業時点での進路先は表3－1のように、79．2％が民間企業、公務

員が8．8％、教員は5．5％となっている。

表3－1　学部卒業後の進路＝初回就業の形態（性・専攻分野別）

（ob）

性別専攻 男女計i
男子

ｬ計 人文 社会 工学 他の理系i
女子

計 100．0！ 100．oi 100。oi 100．oi 100．oi 100．oi 100．0
，　○　，　，　・

（対象数） 14，23gi 10，150i 856i 4，977i 3，026i 1，291i 4，089

民間 79．2i 80．4！ 61．2i 82．4i 88．gi 65．1； 76．2

公務 8．8i 9．3i 8．gi 9．8i 5．6； 16．li 7．6

教員 5．5i 4．4i 21．1i 1．3i 1．3i 12．6i 8．4

「　o　「　一　一

自営 o．8i o，gi 1．2i 1．11 lL　6； 0．5i 0．5

臨時 1．8i 1．2i ＆6i 1．1i o．51 1．8i 3．3

その他の就業 3．gi ＆gi 4．oi 4，3i 3．2i 3．8i 4．1

　性別・専攻分野別でみると、男子の社会科学系、工学系では8割以上、女子でも8割弱が民間

へ就職している。これに対して、人文科学系男子では、教員が21．1％と多いため、民間就職は61．2％

にとどまっている。工学系以外の「その他の理系」でも公務・民間が多く、民間就職は3分の2

に留まっている。

　他方、アルバイト・パートなどの「臨時」雇用で学卒時の初職を経験する者も、，女子で3．3％あ

る。男子でも、人文科学系出身者では臨時雇用での初職が3．6％にのぼっている。

　卒業年別にこの10年間の変化をみると、学卒初職の就業形態は、とりわけ人文科学系男子で大

きく変化している。図3－1のように、教員が1983年卒：では36．6％あったものが、1986年卒から

2割を下回るようになり、1992年卒では、10年前の卒業者のわずか3分の1以下の11．7％にまで

激減している。その分が、民間就職へまわっており、今日の段階でみれば社会科学系男子と同じ

進路分布になっている。この傾向は「その他の理科系男子」や「女子」にも若干見られる。社会

科学系男子と工学系男子では、もともと教員就職が少なかったため、この10年間での変化は顕著

には見られない。
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図3－1 学部卒業後の進路
初職就業の形態（男子人文系）
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民間就職者の企業規模・業種　①

先企業規模　民

職者11，272人について、初職就職先の企業規模をみると、表3－2のように、32．3％が5，

0人以上の大企業へ就職しており、1，000～4，999人規模の23．5％まで加えて過半数となる。　　

　　　　表3－2　民間就職者の就職先企業規模（性・専攻分野別）　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）性別

�計�対 数 29人 下�30～ 9人�100 499人�50‘ ～999人�100 人～4999人�500 人以上男女

100 0�11， 72�5．0 7．1 20． �ll． �23． �32． 男子

計�100 0�8，1 7�4．3 6．8 20． �12． �23． �32． 人文

00 O�524 7．1 11． �33． �13． �20． �14． 社会

00 0�4，1 2�4．2 6．5 20． �12． �24． �33． 工学

00 1）�2，6 0�3．3 5．4 18． �12． �25． �35． 他理

100 0�841 6．1 9．5 22． �】4． �21． �26． 女子

00 0�3，1 5�6．9 8．0 19． �10． �22． �33． 性・

分野別には、人文科学系男子で大企業が少なく、5，000人以上の規模で14．3％と、他の専攻と

て半分以下になっている。　　
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　また、図3－2で、従業員5，000人以上企業への就職の比率の卒業年別変化をみると、社会科学

三男子ではほとんど変化が見られず一貫して3分の1の割合でそうした大企業へ就職している。

　　　　　　　　　　　　　図3－2　民間5，000人以上企業への就職率

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ）性別
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ロ）男子専攻分野別

s
o
）
（
｛
o

！
／
　
　
／
　
　
／
　
　
　
／

ノ
’
ノ

9
2
1
9

5
2
2
7
3
1
0
5
0
5
4
3

’

9
1
1
9

4
1
8
8
3
0
1
4
2
9
4
3

’
’
’
’
　
’

6
1
5
4
3
0
3
4
7
9
2
9

／
　
／
　
　
／

’
’
1
　
，
　
，
　
’
　
　
’

9
0
1
9

！
　
1
　
！

／
／
　
／

8
9
1
9

7
1
0
8
5
3

S
3

6
2
1

0
1
7
9
2
8
5
8
2

1
2
3

＼
　
　
　
　
　
＼
　
　
　
　
　
、

8
8
1
9

5
1
4

，
’

’
，
’
　
　
，
’
　
　
　
，
’
　
　
　
，
’
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
，
’

8
7
1
9

5
2
2
3
3
3
8
3
2

＼

’
，
’

2
5

1

8
6
1
9

2
3
1
2
5
3
0
2
5

9
4

0
3
4
6
3
1

／
／
　
／

8
5
1
9

4
7
3

’
ノ

“
岬
9

8
4
1
9

6
1
4
3
7
3
5
2
9
9
8
2

8
3
1
9

0
1
4
8
4
3
2
2
8
0
1
8

0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

年
業
卒

系
文
人
■

系
会
社
◇

系
学
工
△

系
理
の
他

この比率は、工学系では1983年卒では3割に満たなかったものが、10年後の1992年卒では5割に

まで増加している。その他の理科系男子や、女子でも大企業就職の比率がこの10年間で10％ポイ

ント以上増加しており、人文科学系の男子でも比率はまだ小さいものの大企業就職は増えている。
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　すなわち、この10年間という期間が、大企業の大卒求人の拡大期であったことを裏づけるもの

であり、それが、従来は必ずしも大企業就職と結びつかなかった、理科系などの専攻分野出身者

や、大卒女子の就職機会の拡大にもつながっていたことが分かる。

　この大企業就職の比率は、出身大学によっても異なり、国立大学と私立大学の差異、さらに私

立大学間の格差も大きく、いわゆる学校歴と企業規模の関連は強い。また、就職の経路による差

異もあり、「公共職業安定所などの公共組織」「新聞広告」「縁故」などによる就職では大企業への

就職が少なくなっている。

　②業種

　就職先業種としては、表3－3のように、男子の「工学系」で7割以上が製造業に集中してい

るのに対して、「他の理系」男子では製造業は4割にとどまり、「ソフトウエア・情報処理」が18．2％

あるなど、分散が大きくなっている。文科系では、人文科学系で「その他サービス業」が、社会

科学系で「金融・保険業」が多いという特徴があるものの、両者に大きな差異はなく、製造業も

2割以上を占めている。すなわち、文科系男子の方が、就職先業種は分散している。

表3－3　初職の勤務先業種（性別・専攻分野別）

〈oo）

性別専攻 男女計
男子

ｬ計 人文 社会 工学 他の理系i
女子

計 100．0｝ 100．oi 100．oi 101），oi 101）．0｝ 100．oi 100．0

（対象数） 11，272i 8，157i 524i 4．102i 2．6goi 841； 3，115

製造業 38．2i 4｛〕．8i 2z1｝ 23．6i 71．oi 39．5i 31．．9

卸・小売業，飲食店 1．1i 1．1i o．oi o．o； 21i 4．3i 1．1

商社・卸売 7．8i 8．3i 15．8； 14．2i o．oi 1．1i 6．7

百貨店・小売店，飲食 4．7i 4．gi 10．7i 8．2i o．oi o．8i 4．0
．　■　r　，　曹

金融・保険 1＆7i 14．oi 5．5i 24．gi 1．8i 4．gi 12．9

運輸・通信・電気・ガス 5．3i 5．5i 2．7i 6．oi 6．oi 3．oi 4．7
■　◆　・　，　」

マスコミ・広告・調査 2．5i 2．1i 9．gi 2，gi o．oi o．li 3．7

ソフトウェア・情報処理 9⑥ 8．3i 7．8； 5．5i 9。7i 】8．2；
11．9

教育（その他の教育機関） 1．4i o．8i 2．5； o．7i o．2i 1．gi 3．2

その他のサービス業 a6i 6，3i 12．8i 7．li 3．3； 7．7i 7．5

公務 1。6i 1．7i ＆6i 1．8i o．6i 3．6i 1．4

その他 τli 5．8i α3！ 4．5i 5．oi 14．1i 10．6
■　●　・　■　■

不明・無回答 o．4i o．5i o．2i o．6i o．3i o．8i 0．4
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　③　職種

　民間就職者について、初任配属された仕事、つまり初職職種をみると、表3－4のように、男

子の人文・社会科学系では営業・販売職が5割を占め、また事務職も人文科学系で2割、社会科

学系で3割と、これらのいわゆる事務系職種に多くが配属されている。

表3－4　初任配属・主な仕事（性別・専攻分野別）

（oo）

性別専攻 男女計　　　，
男子

ｬ計 人文 社会 工学 他の理系i
女子

計 100．oi 100．｛ri 100．oi 100．oi 100．oi 】00．oi 100．O

（対象数） 1L272i 8，157i 524； 1．102； 2，6goi 841！ 3，115

事務職 24．oi 21．2i 20．oi 34．51 3．gi 12．1i 31．3

事務補助・…般職 3．6； 2．2； 2．gl 3．1i o．9i 1．1！ 7．2

技術職 33．8i 35．2i 8．2i 6．7i
78．7i　　■　■　，　．　，

51．8i 30．〔｝

その他の専門職 5．2； ＆3i 6．71 z6i aoi 8．4； 10．4

営業・販売職 26．2i 30．gi 50．6i 46．9i 7．2i hl．6i 13．9

保安・サービス 】．5｝ 1．4i 3．8i 】．4i 1．1i 1．3｝ 】．7

運輸・通信 o．6i 1）．7i 1）．6i ll．7i o．7i o．6i O．4

製造・技能工
2．〔1｝ 2．5｝ 23i 1，1i 4，1i 4．3｝ ⊂）．6

その他 2．6i 2．1i 4．oi 2．7i o．7i 2．7i 3．7

不明・無回答 o．6i o．5i 1．oi o．4i o．6i o．2i 1）．8

　理科系では、工学系男子で8割近くが技術者として就職している。「他の理科系」男子では、技

術者も半数を越えているものの、事務職、営業販売職という事務系職種が3割を占めており、工

学系と比べるとやや文科系に近い側面をもった分野への就職をしている。

　なお女子のばあい、事務職が31．3％と多く、技術職は30．0％となっているが、これらは専攻分

野別の特徴を混在させたものである。

　比較的どの専攻分野からも就職者をだしている営業職について、その時系列的な変化をみると、

女子では営業職への就職比率が一貫して増加したのに対して、男子ではその比率は1990年にピー

クとなった後、営業職以外、すなわち文系では事務職、理系では技術職という従来の就職先職種

への比率が回復している（図表省略）。

　3）　初任配属希望

　企業の初任配属については、大卒者のほぼ半数が希望と一致していたと回答しているが、表3－

5のように、女子で初任配属希望との一致している者が多く、男子で不一致が多くなっている。

女子では一般職採用のばあいに就職活動時点でおよそ配属される場の職務内容が解っているのに
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表3－5　初任配属希望の一致（性・専攻分野別）

（％）

性別専攻 計　　。D （対象数） 一致していた 一致していなかった 特に希望はなかった 不明・無回答

男女計 100．0 11，272 51．8 32．5 15．1 0．5

男子’1、計 100．0 8，157 50．2 33．3 16．0 0．4

人文 100．0 524 49．8 36．5 12．6 1．1

社会 100．0 4，102 47．4 32．0 20．2 0．4

工学 100．0 2，690 54．3 35．3 10．0 0．3

他理系 100．0 841 51．1 31．4 17．1 0．4

女子 100．0 3，115 56．0 30．5 12．8 0．8

対して、男子では総合職など配属先は研修を受けた後に判明するという関係もあるだろう。

　男子の専攻分野別には、人文・社会科学系男子で一致度が低い。しかも、初任配属希望のなか

った者も社会科学二男子で多い。これは、会社の方針にそってキャリアを形成していくという積

極的な意思でもあるかもしれないが、逆に希望を持っていても、社会科学系はつぶしがきくだけ

に、会社の都合などでどう配属されるか解りにくいための「諦め」も含まれているのかもしれな

い。

　他方、工学系男子では初任配属希望と実際の一致度が高くなっている。

　さらに、初任配属希望の不一致のばあいの理由を聞くと、「仕事の内容」、「配属部門」、「勤務地」、

「労働条件」などが問題として指摘されている。

　また、初任配属希望の一致度の要因として、大学の設置者、就職経路との関係をみると、男子

の初任希望一致の比率は、国立大学で47．4％に対して、私立大学では52．2％、また就職経路別に

は、大学の組織を経由して就職した場合に52．0％、OBからの勧誘の場合に47．6％、公共職業安定

所などの公共組織で39．0％という開きがある。さちに、就職指導の充実度との関係を検討してみ

ることも有効であろう。

　4）　企業の初期キャリア管理

　企業の新卒社員の育成方針、つまり初期キャリア管理の方針が、どのように理解されているの

か、民間就職者に質問した。図3－3のように、4割以上の就職者が「初任配属に力をいれてい

る」と回答しており、その他の研修や「幅広い経験」とか「専門性修得」などの育成方針がある

という回答もそれぞれ3分の1ある。これに対して、就職先企業は「特に育成を考えない」とか

「特に育成方針がない」と評価している回答者もそれぞれ2割あった。専攻分野を比較してみる

と、「幅広い経験」が用意されている比率は、社会科学山男子で42．2％に対して人文科学系男子で

33．4％と開きがあった。
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図3－3　大卒社員の育成方針
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ロ）男子専攻分野別
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　また、こうした雇用管理が、大一企業ほど充実していることは表3－6からも明らかであり、5000

人以上の企業の55．3％が初任者研修に力を入れている。これに対して、999人以下の企業ではこの

比率は34．7％に下がり、また「特に育成方針がない」という回答も30．8％ある。

　すなわち、大企業ほど初任者研修が重視され、幅広い業務経験が用意されており、そうした初

任者研修などの充実した企業に社会科学系男子ほど多く就職している。社会科学系男子のばあい、

初任配属希望との一致の低さとも照らし合わせてみれば、彼らがそれまでの大学教育での専門を

念頭にして想定される配属先といったものが一義的に定まらず、企業固有のキャリア管理の枠組

みの中でキャリアを形成するという側面が、他の専攻分野の大卒者よりも相対的に大きいことが

推察される。

表3－6 大卒社員の育成方針（企業規模別）

　　　　　　　　　　　　　　（％，多項目選択）

合計　　1　999人以下　i1000～5000人i5000人以上

計 100．Oi　　100．Oi　　100，0i　　100．0
■　　，　o　　・　　・ o　o　．　‘　．　r　．　．　冒　■　●　．　●　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　r　●　9　・　．　r　．　層

（対象数） 11，272i　　　　　　4，977　i　　　　　　2，650　i　　　　　　3，645

初任者研修に力 44．9　｛　　　　　　　　34．7　i　　　　　　　　49．7　；　　　　　　　　55．3

■o■．．．． ’．．弓’略．

V”‘　　　’0’’”●”‘配属後研修の機会 34．1　i　　　　　　　　24．1　｝　　　　　　　　34．9　i　　　　　　　　47，0

．o，．一 ●　o　■　■　・　　　　　　　　　　　　■　．　●　響　響　曾　●　●　■　o　．　■　o　●　o　o　・　昌　　　　■　o　■　，　．　r　■

業務で幅広い経験 34．O　i　　　　　　　　29．9　i　　　　　　　　33．5　i　　　　　　　　39．9

．．．．．　＿二．．．　　　．．．．．．．．．．◎7，．．．．．『．　　　，．．．；．．畠．＿．．．

業務で専門性修得　　　　．　冒　，　■　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曜　．　，　，

346．i…　34蜜．．……．．．．遡．i．．．　3ε1

特に育成は考えず 25．3　i　　　　　　　　28．3　i　　　　　　　　25．6　i　　　　　　　　21．0

幽曹・・咀 曾冒’一』’” 謚囀ﾊ響’’’”『’’’’”．”●の●幽　”●’’”『’唱

当初から幹部候補決定 8．1　i　　　　　　　　　7．2　i　　　　　　　　　　8．2　i　　　　　　　　　9．4

噛．．，巳，暫，
．．．の，．，．．．．．．．『．．．．7　　　　．．．．．　　　　　．；．．．．，．．ロ．　　　，．．．隔

早く幹部候補を選ぶ 3．4　1　　　　　　　　　3．1　i　　　　　　　　　393　；　　　　　　　　　3．8

阜璽．．・ ・…・ @　・1…・………・……i…　　　　　・∴……・・
十年程度差つけない 19．8　；　　　　　　　　　11，7　i　　　　　　　　22．6　i　　　　　　　　28．9

，．・・． 響　層　●　の　・　　．　．　．　一　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　6　・　・　．　¶　■　，　．　，　一　一　●　■　■　．　●　　　　　　　　　　■　魎　甲　．　．　．　　　　一　．　．　．　．　●　●　唱　．　層　．　o　．

特に育成方針ない 21．2i　　　　　　　30．8　i　　　　　　　17．5　i　　　　　　　10．8

　第2節　定着、離職と転職

　本節では、離職の実態、特に就職およびその指導・斡旋の問題として注目される早期離職につ

いて検討する。そうした離職の要因として、専攻分野による差異とともに、前節までで検討した

下職の諸条件との関係をみていく。

　1）　離職経験

　①初職の就業形態と離職

　学部卒業時の就職者14，239名の卒業1年目から10年目までの全対象者の離職経験率をみると、

表3－7のように、1回の離職経験者19．5％、2回以上の離職経験者7．5％となっており、あわせ
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表3－7　離職の経験（性・専攻分野別）

（％）

性別専攻分野 合計　　（対象数） 退職せず 1回退職 2回退職 3回退職 不明・無回答

男女計 100．0（14，239） 72．6 19．5　「．「， 5．1 2．4 0．4

男子小計 100．0（10，150） 79．2 15．3 3．6
1：ラ’

●　　g　　o　　●　●　　■　　，　　■

@0．2
「　り　，　・　●　　　　　．　o　，　●　●　g　o ・　　o　　■　　．　　．　　　　　　　，　　7　　0　　0　　層　　・　　． ●　9　　●　　． ．　　o　　層　　辱　●　　・　　●　　噂 9　6　　・　　一　　r

i人文科学系 100．0（　856） 66．0 21．4 7．9 4．4 0．2
●匿　●　　・　　，　　．

・　「　曹　曾　，　．　7　7　．　　　，　．　●　■　甲　「　7　． ，　7　　7　　匿　　， 曹　・　●　．　，　．　●　．　．　o　昏　．　，　・

i社会科学系 100．0（4，977） 78．7 15．9 3．6 L6 0．3
■　■　・　■ ，　．　　．　　●　　o　　o　　・　　．

i工学系 100．0（3，027） 82．5 13．8 2．3 1．2 0．1

し　陰　，　● ，　7　　，　　，　●　　．　　●　塵　　o　　o　　o ．　　■　　・　　o　　齢　■ ○　　．　　●　　凸　　r ■　　層　　●　　r　　●

i他の理系 100．0（1，291）　　　，　　．　　，　　，　　，　　■

82．0 3ニエ． 1．5
　　　0．2．　．　．　．　・　・　■　・　一　．　．　．　，　●　●

女子 100．0（4，089） 56．4 30．3 8．9 4．1 0．7

て大卒10年間までのサンプル平均27．0％が離職を経験している。また、性別では、男子20．6％に

対して、女子43，0％の比率である。卒業年別のサンプル数はほぼ等しいため、およそ5，6年目に男

子で5人に1人が、女子で3人に1人が離職している計算となる。

　これを、初職の就業状態別にみると、表3－8のように、パート・アルバイトといった「臨時」

採用の場合に66，3％と例外的に離職経験率が高い。正規就業者では、公務員で10．1％、教員で

24．6％と低い離職経験率となっているのに対して、民間企業就職者は28．9％が離職を経験してい

る。

表3－8　離職の経験（三巴の就業形態別）

（％）

合計　　（対象数） 退職していない 1回退職経験 2回退職経験 3回以上退職 不明・無回答

合計 100．0（14，239） 72．6 19．5 5．1 2．4 0．4
，　●　　．　■　．

民間 100，0（11，272） 70．9 21．1 5．5 2．3 0．2
■　．　o　　o　噂　． ．　．　　・　．　， ■　o　　，　，　一

公務 100，0（1，252） 89．9 7．5 1．6 『1，0
0．0

．層．層， ■　，　．　・　6　■　一　●　●　o　・

教員 100．0（　788） 74．7 16．2 5．2 3．2 0．6
曾　●　　r　層　．

自営 100，0（　108） 84．3 8．3 3．7 3．7 0．0

■層曾．一 ¶　層　　．　．　● ，　○　　■　昌　」

臨時 100．0（　258） 33．7 42．6 11．2 12．4 0．0
曹　，　o　■　．　幽　　　　　，　．　■　●　，　●　● o　●　　・　．　　，

その他の就業 100．0（　561） 81．3 10．5 2．0 2．0 4．3

　②民間就職者の離職動向

　民間企業就職者11，272名にしぼって離職経験率を比較したものが、表3－9である。まず、性

別に見ると、男子で22．5％、女子で45．7％が離職を経験している。男子の専攻分野別では、人文

科学系が40．3％と高い離職経験率であるのに対して、社会科学系では23。1％、工学系18．7％、「他

の理系」20．5％と、専攻分野間での離職経験率の開きが2倍にもなっている。

　また、企業規模別に離職経験率（男女計）を見ると、5，000人以上規模では15．9％、1，000　・一　4，999人
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表3－9　大学・就職の状況と離職経験率（民間就職者）

（96）

男女計 男子小計 i：女子

人文系 社会系 工学系 他の理系i

計 対象数 11，272 8，157 524 4，102 2，690 a531　i 3，115

28．9 22．5 40．3 23．1 18．7 20，5i 45．7

，　■　一　幽　．　●　・　■　●　■　●　●　，　，　●　●　・ ■　　●　　■　　■　　，　　■　　o　　・　　．　　．　　．　噛　　，　　・　　●　　■　　●　　，　，　　・　． ●　7　■　7　．　o　●　●　・　．　「　一　●　■　．　o　一　．　，　．　・　●　． ，　　7　　膠　o　　隔　　■　　．
■　o　■　■　一

大学設置者 国立 3，302 17．0 13．9 16．8 11．3 13．3
22，5i　　l

36．0

私立 7，193 34．0 28．2 45．9 30．5 22．5
18．1i　　．1．『齢

47．4

一　　〇　　■　一　　曾　　．　　o　　，　　，　　． ．　　o　　響　　O　　r ■．o．．・

就職経路 大学組織 2，581 31．3 23．9 50．8 26．9 21．1
23，1i　　：

46．5

OB 740 18．4 11．2 18．2 10．0 14．8
10．8i　　「

48．9

企業ガイドブック 2，123 26．4 23．5 45．5 23．6 19．4
15．ol　　：

37．3

縁故 1，545 41．2 31．3 44．8 32．1 25．1
28．4；　　1

57．5

新聞広告 582 49．3 43．1 59．0 41．1 29．3 50．oi 59．5

■層■．・
齢　　o　　o　　●　　■

曜1．．．

企業規模 999人以下 4，977 41．1 35．3 48．4 37．1 32．3
25．5i　　：

56．1

1000－4999人 2，650 23．9 17．7 26．4 18．4 14．5
21．3i　　9

41．1

5000人以上 3，645 15．9 8．4 22．7 8．5 6．6 9．gi 34．9

■　　層　　．　　．　●　　． 層　　層　　■　　．　　．　　　　　　　　　　　…　　　　　　　．　　・ ．　　．　　‘　　．　　・　　一　　…　　　　　　9　　．　　・ ●　●　　，　●　　冒　　．　　・　　，
■　●　r　，　■

初任配属 希望と一致 5，841 28．2 21．4 40．6 23．2 16．4 18，8i 44．2

希望と不一致 3，667 31．9 25．9 39．8 26．8 22．2
250i　　I

48．9

希望なし 1，707 24．8 18．5 40．9 17．1 18．1 1ε7i 45．5

規模で23．9％、999人未満41．1％と規模が小さいほど離職者が多くなっている。

　性別、専攻分野、企業規模のほかにも、初職就職時点の問題と離職との関連をさまざまの形で

みることができる。ここでは、大学の設置者、就職経路、初任配属による離職経験率の差異を指

摘しておきたい。

　これらを以下、男子就業者に関する比率でみていくと、設置旧邸には国立大学出身者の13．9％、

公立大学の8．6％の離職率に対して、私立大学出身者では28．2％となっている。

　初職の就職経路による差異としては、OB経由の就職者の離職経験率は11．2％と低く、企業ガイ

ドブックによる就職者23．5％、大学組織経由23．9％と続く。これに対して、縁故や新聞広告によ

る就職者の4割以上が離職を経験している。

　初任配属希望との関係では、「初任配属が希望通りでないとすぐ離職する」といったニュアンス

の「若者論」も多くあるが、初任配属希望との関係では、希望不一致の方が希望一致の者よりも

離職経験率は低いものの、その差異は必ずしも大きくない。社会科学系では、初任配属希望不一

致の者で離職経験率26．8％であり、一致の者の比率23．2％の方が低いものの、注目すべき点とし

て、初任配属希望が特になかった者で、17．1％と低い離職経験率である。社会科学系では、むし

ろ初任配属にこだわらない者がより定着していることになり、この点は、他の専攻分野と異なる
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傾向ではあるが、特筆すべきものと思われる。

　他の面についても、社会科学系男子だけに絞ってみてみると、これらの初職要因の影響がいず

れも顕著にみとめられる。すなわち、企業規模別には、大企業のほうが離職経験率が低く、5，000

人以上の大企業の8．5％に対して、999人以下の規模の企業では37．1％が離職している。設置者で

は国立大学の11．4％に対して、私立大学では31．5％が離職している。就職経路でも、縁故の就職

者の32．1％、新聞広告による者の41．1％が離職を経験しているのに対して、OB経由による就職者

で離職経験率が10．0％と低く、より定着する傾向にある。

　③卒業年別の離職経験率

　民間での離職経験率を卒業年別の分布にしてみたものが、図3－4である。男子では、人文科

学系で就職3年目の離職経験率が31．3％である。離職経験率が全体として高く、しかも卒業後1

～3年目までの離職軽験の増加が著しく、早期離職問題が大きい。そして、その後も離職者の増

図3－4　10年目までの累積離職経験率（学部卒民間就職者）
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。
／
o

　　9@，／
D／

^

o　、　o　、

　　’@／I’

　！ヲ
I’

　　　’@　，／
C／

P

100

X0

W0

V0

U0

T0

S0

R0

Q0

P0

@0

／
／

’

’

　一　一

／’

　／’

^’

　　’
@’@’@’f

’

　　一　’
＿　　，　＿　一　　一　　一　　嘘

－　、　噛　㌔　　軸　　嚇 　　，　’@，　’C’f

　，1
D／

θ　　，’

@，　’
f

　　’■
@’@’@’f’

！「 @，’’”

C　”

1992年 1991年 1990年 1989年 1988年 1987年 1986年 1985年 1984年 1983年

■　男女計 4．3 11．6 16．9 23．4 33．6 36．5 38．1 38．5 41．5 42．4

◇　男子小計 3．4 9．2 13．4 18．7 26．3 28．2 28．8 27．1 29．8 32．9

☆女　　子 5．8 16．7 24．3 34．9 52．6 59．7 66．1 71．1 80．6 79．1

一　61　一



ロ）男子専攻分野別
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1992年 1991年 1990年 1989年 1988年 1987年 1986年 1985年 1984年 1983年

△　人　　　文 2．5 18．4 31．3 35．7 43．4 38．0 51．9 51．2 61．0 62．8

▼　社　　　会 5．0 11．9 13．0 20．5 30．1 27．8 28．6 27．0 27．2 32．5

○　エ　　　学 1．6 5．5 8．6 12．4 19．8 25．6 22．7 24．3 28．1 29．8

他の理系 2．4 7．0 14．9 16．5 17．9 31．6 27．5 24．1 33．3 31．3

加は続き、就職10年目には、62．8％が離職している。

　また社会科学系でも、5年目の離職経験率が30．1％と3割をこえ、離職者の中で就職数年間の

離職が顕著であり、早期離職の傾向もある。とはいえ、就職6年目以後は離職経験率の増加は少

なく、ほとんど横ばいで、就職10年目の対象者の離職経験率は32．5％となっている。

　これに対して、工学系男子では1年目の1．6％から3年目の8．6％まで、文科系と比べて離職経

験率が低く推移し、5年目までの離職経験率も2割を下回っており、社会科学系よりも10％ポイ

ント以上低い。しかし、就職6年目から徐々に離職経験者が増えており、卒業10年目では、29．8

％とほとんど社会科学系男子と差がなくなっている。この傾向は、「他の理系」男子でも同様であ

る。

　すなわち、人文科学系では就職3～5年までの早期離職も多く、その後の離職も多い。これに

対して、社会科学系と理科系では全体としての離職経験率には差がないものの、離職時期の違い

があり、社会科学系では早期離職が多く、理系でその後の離職が多い。
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　女子では、卒業1年目、つまり1992年の4月に就職して12月までの8ヶ月間で、すでに5．8％が

離職し、その後も就職年数に比例して、離職経験率はおよそ10％ポイントずつの上昇傾向をたど

り、大卒10年目で79．1％が離職を経験し、初日を継続しているのは2割以下にとどまっている。

　④早期離職の傾向

　就職後短期間で離職する早期離職者について、1980年代末のバブル経済期には人手の欲しい企

業が「第2新卒」としてもてはやした。しかし、早期離職そのものは、進路選択と指導に関わる

適切さの問題を提起するものでもあろう。

図3－5　卒年別の初職の退職時期の変遷
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◇　　1984 0 0 3．2 7．6 12．0 16．5 20．4 24．0 26．3 28．3 29，

卒 △　　1985 0．0 0．0 3．6 7．1 11．0 17．2 20．0 22．9 25．2 27．1

口　　1986 0 0 0．0 0．0 3．7 9．4 14．5 18．2 22．9 25．9 28．8

業★　　1987 0 0 0 0 0．0 0．0 3．1 8．5 15．9 21．3 24．6 28．2

▲　　1988 0 0 0 0 0．0 0 0 0．0 3．9 11．4 17．7 21．6 26．3

年 ●　　1989 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 3．6 9．2 14．2 18．7

☆　　1990 0 0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 3．6 8．1 13．4
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0　　1992 0．0 0．0 α0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 3．4
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ロ）性別・専攻分野別の早期（3年目まで）離職率
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卒　業　年 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990

■　男女計 19．4 16．9 14．7 17．6 18．9 19．6 16．4 16．9

男子小計 15．3 12．0 11．0 145 15．99 17．7 14．2 13．4

△　男子人文系 36．6 24．5 20．5 31．4 20．6 33．1 25．0 31．3

▲　男f社会系 16．3 11．3 12．1 14．3 16．4 20．4 16．8 13．0

◆　り｝臼二学系 11．3 8．6 8．1 10．5 12．3 12．2 8．3 8．6

O男子他の理系 15．0 16．1 9．4 12．4 22．0 12．8 11．3 14．9

●　女　　　子 35．1 33．2 25．3 26．9 27．6 24．9 21．8 24．3

　ここでは、就職3年目までの離職者を早期離職者として、その推移を見た。図3－5に掲げる

ように、男Fでは、1987・88年卒の早期離職傾向が強く、その前後の卒業者ではその傾向は弱く

なっている。つまり、転職先として比較的条件のよい企業が多く求人をだしていることが、早期

離職への拍車をかけたとみることができる。そして、早期離職は、もともと人文科学系男fでは

3割前後と多くあったものであるが、1988年から1989年にかけての早期離職の増加が社会科学系

男子や他の自然科学系男子にも兄られる。バブル期の人材需要の膨張の影響が相当広範囲に渡っ

て影響を及ぼしていることが読み取れる。

　⑤統計データとの対照

　以上の調査結果を、労働省の雇用保険データによる離職経験率推計と比較してみよう。雇用保
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険データでは、1987年卒の3年間の離職経験率が、男子23．3％、女子45．6％（労働省『現代若者

の職業意識』雇用問題研究会、1990年）である。

　これに対して、本サンプルの離職経験率は、就職3年間を経過した1989年回の男子の離職経験

率が18．7％、女子が37．9％であるから、統計よりもやや低めにでていることがわかる。すなわち、

本サンプルで、およそ5～8％ポイントほど低い離職経験率となっている。こうした傾向は、調

査技法的に、離職経験者には住居移転の可能性がより高く、調査票の到達可能性が低く、また調

査票への回答率も低いことが想定される。とはいえ、本調査の回収率は郵送調査として十分に高

いため、こうした問題は少なく、労働省統計との母集団設定の差異なども加味すれば、本調査の

数字は、統計と照らし合わせても、大卒者の離職傾向をそれなりに適切に表現したものと見ても

よいだろう。

　2）　離職の理由

　離職の理由を多項目回答で尋ねるてみると、表3－10のように、男子では「労働時間が長い」

の33，1％を筆頭に、「魅力ある勤務先が他にあった」「会社の経営方針の問題」「給与が少ない」「仕

表3－10　最初の勤務先を辞めた理由（性・専攻分野別）

（o・，多項目選択）

男子
性別専攻 男女計 女子

小計 人文 社会 工学 他の理系

計 100．0 100．0 ．　100．0 11）0．0 100．0 100．0 100．0

（対象数） 1う，259 1，835 211 949 503 】72 L424

仕事つまらない 26．2 30．1 25．6 31）．9 28．4 36．0 21．3

専攻・資格が生かせない 10．2 9．2 11．4 5．5 11．3 2｛1．3 11．5

11＝事量が多すぎる 17．1 18．4 19．4 19．4 15．7 19．8 15．3

労働時間が長い 28．0 33．1 1弍5．1 3・1．2 31）．2 35．5 21．0

通勤時間が長い 6．9 6．o 4．7 5．8 6．6 7．‘） 8．1

給与か少ない 23．8 31．4 31．3 30．9 33．2 29．1 14．0

昇進の可能性ない 9．0 8．7 】0．4 8．9 8．9 5．2 9．4

休暇少ない・取れない 22．9 29．2 28．4 30．8 26．0 30．2 14．7

職場の人間関係問題 21．2 20．1 22．3 100．0 18．7 21．5 22．6

会社の経営方針の問題 24．5 32．3 36．5 20．1 32．2 33．7 14．4

結婚・出産なと家事都合 22．6 5．2 2．4 31．2 6．2 4．7 44．9

健康上の理由 8．8 7．0 6．2 7．1 7．6 5．8 11．2

縮小・倒産なと会社都合 3．1 3．8 3．3 4．2 4．2 1．2 2．1

初めから短期のつまり 9．8 12．8 12．3 12．8 13．i 12．8 5．9

魅力ある勤務先か他にあった 24．9 32．4 30．3 31．4 35．｛， 33．1 15．2

仕事以外のやりたいこと 11．9 11．9 21．3 11．6 8．5 11．6 11．9
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事がつまらない」がそれぞれ3割をこえている。

　専攻分野別には、第1位の理由が少しずつ違っており、工学系で「魅力ある勤務先が他にあっ

た」、「他の理系」で「仕事がつまらない」と、いずれも理科系のばあい仕事の内容が第1にくる。

これに対して、社会科学系で「労働時間が長い」、人文科学系で「会社の経営方針」という組織や

労働条件面に注目しているように見える。

　また注目すべき点は、これらの代表的な要因以外の差異として、たとえば人文科学系では「仕

事以外にやりたいことがあった」という理由が21．3％の離職者であげられており、他の分野の1

割前後と対照的である。また、「他の理系」では「専攻・資格がいかせない」という理巾で離職す

る者が2割であり、他の分野の1割前後と異なっている。

　女子では、「結婚出産などの家事都合」が44．9％ともっとも大きな離職理由であり、つづいて「職

場の人間関係」「仕事がつまらない」「労働時間が長い」という理由がそれぞれ2割ある。

　3）　転職による職場環境の変化

　離職は、それが結婚・出産などの労働市場からの撤退や、倒産などの会社側からの解雇を意味

するのでなければ、よりよい就業形態を求めたものである。そこで、「よりよい就業」としての転

職の実態をみよう。転職の前後での職業生活の変化を多面的にたずねており、そこから、転職者

が何を犠牲にし、何を得ているのかを見ることができる。つまり、そのことは翻って、離職者が

前職にどのような不満を持っていたかを示すものでもある。調査結果から、転職の前後に職場に

よる職業生活の変化としては、図3－6のように、男女とも、同一業種、同一職種への転職より

も他業種、他職種への転職の方が多い。

　そして転職先を最初の就職先と比べると、企業規模ではより中小企業へ、安定性・発展性は大

きい方へ、会社の雰囲気は明るい方へ、仕事のやりがいの大きい方へ、私生活の充実の大きい方

向へ、という転職が目立っており、これは男女に共通した傾向である。

　他方、給与は、男子ではより多い方向への転職が多く、女子ではより少ない方向への転職が多

い。ただし、後述の通り、男子でも定着者と離職者を比較すると、平均的には離職者の年収は低

く、離職によって、初職へ定着している者の年収を上回るほどの所得上昇の効果があったわけで

はない。

　つまり、男子は大企業で働いているというメリットを捨てて、また女子では大企業とそこでの

給与も犠牲にして、明るい雰囲気の会社や、私生活充実が可能な職場への転職を選択しているわ

けである。
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図3－6　転職と就業生活条件の変化
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　4）　大卒者の定着・離職率の企業別特性

　離職は、個人的要因であるとともに、企業の雇用管理を反映しているはずである。たとえば、

大量に採用して大量に離職する企業もあれば、小数採用してほとんど離職しないという企業もあ

るはずであり、それゆえ、企業の平均的な大卒離職率から企業の大卒者に対する育成方針を読み

とることも可能であろう。そこで、調査票で、初職として就職した企業の中で、現在までに同期

の離職者比率がどのくらいであるのかを、各対象者にたずねた。もちろん、求職離職者について

は、離職後の動向は分からないだろうから、そのばあいには離職時点までの比率を聞いた。そこ

で、下記の式に従って、初職就職先の企業特性としての離職率の高低を比較するため、回答者に

よる初職就職企業の同期離職率（Pt）を、各対象者の在職年数（t）を加味することで、1年間あ

たりの平均離職率（q）になおしてみた。

一　67　一



1一　P，＝（1－q）tt　就職後の初職継続期間

　　　　　　　　　　　（t年目離職または初職継続してt年目）

　　　　　　　　　Pt回答者によるt年目までの同期の離職率

　　　　　　　　　q　初職就職先の年平均の離職率

　この継続率の数値は、就業後の年数に関わらず、1年ごとに同じ割合で定着一離職が発生する

という仮定のもとでの比率である。就職直後に早期離職が多く、一定期間の後には、離職率が下

がっていくとすれば、別の式が必要となるだろうが、これまでに分析したとおり、男女合計して

全体的な傾向（前述の図3－4）をみれば、企業内での就業年数と離職率との関係は指数曲線で

近似することは特に問題ない、と考えられる。そこで、ここでは基礎的な結果報告として、各企

業内の同期の中で就職後1～10年目までに一定の割合で離職が出続けるという仮定をしたばあい

の傾向を描いておくことにする。

　その卒業年別の分布をみたものが図3－7である。年平均で10人に1人以上やめるという企業

図3－7　民間企業の年平均継続率の分布（男女計　民間就職者中の10，488人）

徳………………………………………………………………………………………………………………轍………………………………………iiiiiii　iiiiiii
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　　　　　　　　：．：．：．：．

iii萎　潜、鯵：

き 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992
四 0－50％ 2．3 2．2 2．5 2．5 1．8 1．9 2．0 1．7 2．3 2．6 4．1

団 50－75 80 82 59 6．7 80 81 9．1 82 78 84 9．1
團 75－80 4．8 4．5 43 3．5 4．0 48 55 5．3 69 2．6 68
口 80－850 57 37 57 58 62 67 78 88 48 56 08
■ 85－90　0 11．2 9．2 6．8 10．3 8．4 14．9 11．2 8．8 11．6 11．5 19．

［ 90－95 202 156 229 179 211 20．0 19．5 261 15．9 34．4 5．6
圃 95－99 29．1 416 374 388 374 290 307 267 325 82 86
Eヨ

99－100 186 150 145 145 130 146 142 143 181 267 453

へ就職した大卒者は、1983年卒では27．8％だったのに対して、1992年卒では40．5％である。先の

平均離職率換算のモデル上の問題も残っているが、同時に、近年の就職者ほど、企業特性からみ

ても、より高離職企業へ就職しているという仮説も設定できる。これを、個々の大卒者の定着・

一　68　一



離職状況と組み合わせたものが図3－8である。ここからも、比較的高離職企業でありながらも

本人は離職していないという対象者が多くあることがわかる。近年の就職者は、今後就業年数を

加えるに従って、かつての卒業者以上に離職者を多くだすという予測も可能かもしれない。ただ

し、モデルの適合性に関する吟味がさらに必要であり、この予測についての結論はひかえておき

たい。

図3－8　企業の平均離職率と個人の定着・離職
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　第3節　離転職から卒業10年目までの初期キャリア

　本調査対象は、学卒で就職後に、定着就業や離転職などの経験をへて、現在それぞれ就職1～10

年目までのさまざまの職業的なキャリア上の位置にいる。そこで、現状の就業状態や地位、それ

にいたる職業経験の広がりや深さ、そうした結果としての年収、将来の昇進の見込み等を検討す

る。これらの諸側面から、大卒者の「初期キャリア」形成の実態を把握するとともに、そうした

現在までの職業的なキャリア形成に対して、それまでの定着・離職の経験がどのように関わって

いるのか、比較をしていきたい。
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　1）　調査時点（1992年12月）の就業状況

①就業状態

　対象者14，239名は、学部を卒業して就職し、それぞれ1年目から10年目までに至っている。対

象者の1992年12月時点での就業状況をみると、表3－11のように、サンプル全体で、労働力人口

に相当する者が91．6％、無業の非労働力人口にあたる者が7．9％である。

　非労働力人口の方から先にみると、男子は1．1％の比率でほとんど大学院在学者である。女子で

は24．7％ありその多くは「主に家事をしている」主婦である。

表3－11現職の就業形態（性別・専攻分野別）
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　女子の無職者は、図3－9のように、卒業後の年数に比例して増え、卒業10年目には50．6％が

無職となっている。女子の無業率は民間就業者と代替的であり、卒業後の年数に応じて民間企業

をやめて主婦になっている傾向が増している。この節目としては、調査結果からは就職4年目か

ら5年目がそうした転機になっているように見える。

　図からはなれて、この代替関係を調べるために、初霜が民間就職の女子について、初職継続一

離職一点業の比率の推移をみると、就職4年目から5年目にかけて、定着者が63。7％から43．1％

へと20％ポイント減少しており、無業の増加（15．7％から26．9％）がその半分を埋め合わせてい

る。つまり、この就職4－5年目（年齢ではほぼ26，7歳前後）の民間女子の離職増は、家庭へ入

ることと相当に結びついていることがわかる。
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　②就業者の就業形態

　労働力人口に目を移すと、前述の表3－11のとおり、対象全体の70．4％が民間企業に勤務して

いる。男子だけをとると77．7％であり、女子の52．4％と大きな開きが生じている。公務員は、男

子で11．2％に対して、女子では8．0％である。

図3－9　現職の就業形態（女子・卒業年別）
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市場への近さを男子の専攻分野別で比較すると、男子の社会科学系、工学系では、ともに8

後が民間企業へ勤務している。それらの専攻と比較すると、男子の人文科学系、他の理科系

、民間企業は6割前後にとどまり、教員・公務員が3割弱なっている。初職の分析でもふれ

り、人文科学系や他の理科系からの教員・公務員就業は、卒業年を下るにしたがって減少し

り、近年の卒業者では社会科学系、工学系のばあいと大きな差異はない。　③現

就業上の地位　大卒

10年目の対象者14，239名の就業上の地位をみると、男女計で「係長・主任など」14．0％、「

以上の管理職」1．5％である。卒業年別には、卒：業6年目にあたる1987年卒で「係長・主任」

が14．6％の比率になっており、卒業5年目の88年卒の8．9％と大きな開きができている。さらに

年をさかのぼるとこの係長比率は次第に上昇し、卒業10年目の1983年卒では37．2％が「係長

任」になっている。「課長以上の管理職」の比率は、卒業10年目まではめだって上．昇し一　7
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てはいないが、それでも卒業10年目の1983年卒で4．7％が課長以上に昇進しており、あわせて

41．9％までが就職10年目で係長以上の職位についていることがわかる。

　また、役職についた比率の性別格差は大きい。表3－12のように、男子で20．0％が係長以上の

職位についているのに対して、女子では4．5％と、男子のわずか4分の1にすぎない。また、女子

ではパート・アルバイトも7．2％ある。これまでの企業における大卒者処遇の実態に対応した数字

といえよう。

　この係長以上の比率は、専攻分野別には、社会科学系で23．5％と他の専攻を上回っており、工

学系、その他の理科系と続き、人文科学系では13．5％と杜会科学系の半分近くにとどまっている。

表3－12　現在の就業上の地位（性・専攻分野別）

（96）

男女計…瓢戴…”1”” ｶ萎”“｛●．三学1
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　2）　職業キャリアの幅と広がり

　役職にみるように、大卒10年目までともなると、企業内での一定の役職に位置づけられる者が

多くなるが、それはさまざまの部署、職務を経験し、つまり職業的なキャリアを積んで、職業的

な知識・技術・能力が高まったためである。

　①就職7　・一　10年間の経験職務

　そこで、初職の民間就職者で現在も民間に就業している者で、卒業後7年目から10年目の対象

者3，491名にしぼって、彼らがどのような職業キャリアを積んできたのか、およその輪郭を描いて

みよう。

　大卒7年目から10年目の就業者がいかなる職務の経験をしたのか、職務の幅をさぐるために表

3－13のように23の職務に分けて就職時からのすべての経験を聞いた。その結果、最も多いのは、

「営業（法人相手）」であり、全体で36．6％、特に社会科学系男子で57．9％、人文科学系男子で50・0％
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表3－13 初職民間・現職民間就業・就職7年目以上の者の経験した職務（性・専攻分野別）
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営業（法人相手） 3a6．；…398．i．．．5qO．i…5二三．；．．．1aO．i…2＆与．i…129

営業（個人相手） 23．2　i　　　　25．0　｝　　　　30．4　i　　　　37．7　i　　　　　8，3　i　　　　12．4　i　　　　　9．5

■　響　　曾　　．　　．　　●

X頭販売

　　　　　　　　　　　　・・…………二・・…………i・・・　　……・………・　・・：…　　　・i・・一…

■　■　●　・　● …・…・…；・・……・・一：………………………・…………，・…………・i……
保守・サービス 3．2　i　　　　　393　1　　　　　9．5　i　　　　　2L　7　i　　　　　3煽5　i　　　　　2燭O　i　　　　　2．1

，　　o　．　　．　・　　冒

^輸・通信

ｻ造・技能職

25’ P“’Z§：i：：：’”48’！”’2：忌：！：：：’’’”1：豆！：：：2ラ：1：：：’”1：ラ’

@’：’●’
U．2　i　　　　　6．9　i　　　　　9．5　i　　　　　3．9　i　　　　10．2　i　　　　　9．7　i　　　　　1．4

　　　●　　o　　o　　・　　，

ｻの他　　　　　　　o　　■　　・　　o　　一

s明・無回答

3：b’

o’…至：デ｛“”ラ：1’；…”謡’●ら’”●b：冨1’…亘：イ；…”豆3　　　　　　　　　　．．9．．．．．．．．．．．．．．．9．．『．．　．．．一．．．．．．．．．：．．．　．。．．一．．．層．．一．．．．．．．．．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　’：’’●’’’　”噂○’”●’●’●‘　’”：”吻　0，4　i　　　　　O．4　i　　　　　1．2　i　　　　　O．4　i　　　　　O．3　i　　　　　O．3　i　　　　　O．5

がこの職務を経験している。

　文科系＝事務系的な職務としては、その他に「営業（個人対象）」、「企画・調査・広報」などが、

人文・社会科学系出身男子の、それぞれの2割以上が経験する職務としてとりだすことができる。

　他方、理科系＝技術系の職務としては、「開発・設計」が高い比率の経験を集めており、全体で

も27．8％がこの職務を経験しており、工学系出身者では65．0％までがこの職種を経験しており、

他の理系でも43．6％の比率である。このほかの職種の経験比率は比較的少ない。他の理系出身男

子では「情報処理」、工学系では「生産技術」が技術系職種として2割以上の経験を集めるという

程度である。
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　女子では、「事務補助・一般職」28．2％、「開発・設計」20．0％が比較的高い比率となっている。

　以一ヒの結果を、この23のうちいくつの職務を経験したのかという経験職務数で比較してみると、

表3－14のように、人文科学系出身男子では、3職務以上の職務を経験しているものが46．9％と

半数近くになっている。社会科学系でも37．8％が3職務以上を経験している。逆に、理科系では、

経験職務が少なく、特に工学系男子では1職務のみしか経験しないものが46．7％あり、つまり7年

以上「開発・設計」だけに関わっているのである。

　このように、事務系では営業職種などをはじめとする幅広い経験をしているのに対して、工学

イ）男子・人文科学系

表3－14　男子の専攻分野と経験職務数（卒業年別）

　　　　　　　　　　　　ハ）男子・工学系

合計

1983

1984

1985

1986

1987

1988

1989

1990

1991

1992

合計　　対象数　i1職務　i2職務　i3－5職務B，一1賎務以

11illi［iliiOl－iililli．111111i1111illlillilililllliiiilliilililliilllilllii111ililillliililllliiiiilliiliOliilli
合計

1983

10s4

1985

1986

1987

1988

1989

19so

1991

1992

合計　i対象数　i1職務　i2職務　i3－5二筋紐職務以
i／iill／11／，iillll’iliiililll－is／i／1／iiiliilillLll／ll／li／，lill／／k／llilll’i／lillll／i’lillilil／illlil；lll・1’lll’i／lil／i’lllg

ロ）男子社会科学系

　　　合計　　；対象数　i1職務　　i　2職務　　i　3－5職務　i　6一職務

二）男子・他の理系

　　　合計　i対象数　i1川筋　　i　2職務　i3－5職務　i　6一職務

系など技術系では「開発・設計」が代表的な職務であり、一つの職務を深める経験を積んでいる

ように見える。ただし、ここには、職務の範囲の定義の問題も関わっており、こうした職務経験

の「広さ」や「深さ」の可能性を、また別の結果から確かめてみる必要がある。
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②キャリアの幅ひろさ

　そこで、今回の調査票では、職業キャリアの幅や深さについて、回答者に自己評価をしてもら

った。

職業経験の「幅ひろさ」については、就職後の年数を経るほど「最初の担当をずっと経験」し

ている者が減少し、「最初に担当した関連分野」や「幅広い業務を担当」している者が増加してい

る（表3－15）。

表3－15担当職務の広がり（民間：就職7年目以上）

（％，多項目選択）

計 最初の担当ずっと経験 最初の担当の関連分野 幅広い業務を経験

性別　専門 （対象数）

男女計 100．0　（3，491） 33．6 35．4 30．0

男子小計 ユ00．0　（3，072） 34．0 35．0 30．8
●　●　o　奮　■　．　・　・　■　．　・ ．　　o　　・　　9　　囑 ．　　・　　一　　響　　・　　層　　　　　　　　　　　●　　・　　．　　…　　　　　　．　　幽

i人文 100．0　（168） 26．8 29．2 38．1
，　，　齢　曜　　　　　　　■　o　，　o　■ ●　・　o　．　・　■　　　　　　　　　　　　　　　　■　o　．　． ，　．　●　．　．　冒　o　「　・ ，　号　o　・　■　　　　　　　■　●　●　o　■　o　■　●　，　●　●　●　●　．　，　昌　■　．　・　r　雪　o　． 層　．　●　．　●　o　o　●　・　　　　　・　，　■　●　．　●　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　．　一　■

i社会 100．0　（1，579） 30．0 31．9 37．7
●　■　■　昌 「　．　．　●　．　■　一　●　・　，　・　　　　　9　　　，　7　冒　匿

1工学 100．0　（1，027） 39．9 41．1 20．4
●　■　■　●

o．，・， o　　．　　●　　．　　■　　・　　　　　　　　　　　　　　，　　o　　●　　・　　●　　，　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　層　　9　　， 「　，　・　．　．　．　・　・　璽　■　．　．　・　・　爾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　層　，　響　，

i
他
理
系
● 100．0　（298）

　　　　　　38，6卿　・　o　吻　■　■　，　●　●　●　．　●　9　●　●　●　o　，　o　o　■ 　　　　　　　33．9．　●　●　．　．　・　．　・　．　・　，　o　ロ　．　■　．　．　　　　　　　　　　　　　　　　．　o　陰　●　． 　　　　　　　25．8．　．　．　■　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　●　，　■　．

女子 100．0　（419） 30．8 38．4 23．6

　男子の場合、就職3、4年目にひとつの転機があり、就職3年間は「最初の担当をずっと経験」

している者が半数以上であるのに対して、就職4年目以後の対象者では、この比率が10％ポイン

ト低下し過半数を割るとともに、「関連分野」と「幅広い業務」が増加しはじめる。その後も同様

の変化がつづき、就職10年目には、これらの職業経験の3パターンがほぼ同じ比率になっている。

　男子を専攻分野別にみると、就職7年目以後の対象者の就職後の職業経験として、人文・社会

科学系では4割近くが「幅広い業務を経験」と答えているのに対して、理科系男子では「最初の

担当業務」をずっと継続しているという比率が4割近く、「最初の担当業務と関連する分野」の経

験も4割近い。

　女子では、「最初の担当」の比率が就職3年間をすぎて半数以下に低下しているものの、その後

10年目までこの比率は40％前後で大きな変化はない。しかも、「関連分野」と「幅広い業務」はそ

れぞれ20％前後までしか増加していない。女子では、男子よりも多くが10年間ずっと最初の担当

を継続している。また、転職などを経験している者も多いが、必ずしも「関連分野の業務」や、

「幅ひろい業務経験」に結びついていない。
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　③キャリアと大学教育との関連

　他方で、キャリアの「深さ」についても、大学等でえた知識技術がどれほど役にたっているか

という質問で、その自己評価をたずねた。男女とも、就職後の年数を経るほど「大学の知識技術

の不必要な仕事」を経験したという者が減少し、「大学の知識技術と関連する仕事をした」という

者が増加している。また「次第に高度な業務へ」という比率も増加している（表3－16）。

表3－16　職務と大学教育との関連（民間：就職7年目以上）

（％，多項目選択）

計 大学の知識技術と関連 次第に高度な業務へ 大学の知識技術不必要

性別　専門 （対象数）

男女計 100．0　（3，491） 23．6 26．5 42．3

男子小計 100．0　（3，072） 23．4 27．3 41．6

，i人文
．　6　・　の　．　6　　　　　・　・　●　．　．　・　■　畠　9　幽　　　　　　　　　　　　　　　　●　．　．　一

@100．0　（168） @　　　　　　　17，3
9　■　●　．　■　．　・　■　…　　　　　●　・　」

@　　19．6

・　　●　　■　　，　‘

@57．1
i・…・…・ ．　　o　　●　　●　■　　●　．　　・ ．　　…　　　　　　　幽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　●　　．　　畠 ．　　．　　．　　■　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　・　●　　…　　　　　　　画　φ　　・　　・　　「 ．　・　　●　　・　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　■　　凸　　」

i社会 100，0　（1，579） 11．7 24．3 47．9
P　．　●　●　　　．　・　，　．　，　・　．　■ ．　・　　．　　・　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　9　　．　　．　　． 響　．　の　．　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　■　・　・　●　．　●　」 ■　6　　●　　層　　． ■　　・　．　　．　　‘　．　　幽　　・　　，

i工学 100．0　（1，027） 38．4 32．8 30．2

：”．’”8．’ ．　，　．　響　一　　　　　　　　　　　　　　　　・　．　畠　・　o　■　．　・　■　●　■　■　邑　6　」　． ．　・　・　．　・　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　・　．　■　． ■　・　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　・　　・　●　　亀

i他理系 100．0　（298） 37．9 28．5 38．3
，　■　．　●　■　，　●　・　7　■　．　．　●　●　．　■　o　．　o　■ ．　　●　　■　　・　　o　　．　　●　　o　　o　．　　． g　　o　　●　　●　　・　　■　　・　　．　　9　　■　　r　　●　　　　　　　●　　の　　●　　■　　●　　6　　・　　　　　　一　　，　　●　o　　●　　● …　　　　　　●　6　　・　■　　…　　　　　　　　　　　●　　・　　●　　■　　4 の　　．　　●　．　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　…　　　　　　畠

女子 100，0　（419） 24．8 20．8 47．7

　就職7年以上の対象にしぼってみると、人文科学系男子の6割近くが「大学の知識・技術は不

必要」と答えており、社会科学系男子でも5割近い。これに対して、理科系男子では就職後の年

数を経た者ほど、この比率が低下し、10年目では26．7％までになる。逆に、次第に高度の専門知

識・技術を必要とする業務を経験する者が増加し、10年目には41％が「大学の知識・技術と関連」

する仕事を経験と回答している。

　理科系で大学教育との関連性がかつて強かったのか、経験とともにそうした関連性が回復して

いくのか、結論はだせないが、大学教育の大衆化と関わって重要な問題であり、注目されるとこ

ろである。

　女子では、男子に比べて「最初の担当をずっと」という者が多い反面で、大学時代の知識・技

術が生かせる分野の業務経験は、人文・社会科学系の男子よりはむしろ多い。

　3）　転職とキャリア形成

　転職・パート・無業などの経験をみると、表3－17にみるように、いずれも男子よりも女子の

方が多い比率となっている。

　特に、1ヶ月以上の無業経験は男子の7．3％に対して女子で19．1％と10％ポイントの開きがあ

り、また同じ転職でも、女子では先の見通しのない転職やキャリア形成のない転職の比重が大き
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表3一・17離転職・アルバイトなどと初期キャリア（民間＝就職7年目以上）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％，多項目選択）
計 転職して キャリア形成のない 先の見通しなく 一か月以上 パート・バイト

性別　専攻 （対象敬） 専門分野を形成 転職を経験 転職を経験 無業経験 経験あり

男女計 100．0　（’3，49D 8．4 4．3 4．6 8．7 5．3

男子　小計 100．0　（3，1）72） 7．5 3．6 4．1 7．3 4．1

人文 100．0　1　168） 22．6 5．4 15．5 21．4 17．3

社会 100．O　q，579） 6．2 3．9 4．4 7．8 3．9

工学 100．O　q，｛〕27） 6．7 2．4 2．1 4．6 2．5

他理系 101）．0　1　298） 8．7 5．0 3．4 5．7 3．4

女子 100．0　（　419） 14．8 9．3 8．1 19．1 14．1

い。

　男子で専攻分野別にみると、人文科学系でこうした多様な就業形態の経験率が最も高い。逆に、

工学踏跡業者は、そうした多様化からとおい位置にあり、また仮に転職するにしても、「転職して

専門分野を形成」という比率が理系で高く、理科系ほど転職をキャリア形成へ結びつけやすいと

考えられる。

　就職後の経験年数をふまえてみると、経験があさい時期には、「専門分野形成につながる転職」

が「キャリア形成に結びつかない転職」とほぼ同・じか、それを下回っている。これに対して、就

職後…定年数をこえると、比率が逆転し、開門形成につながる転職」が「キャリア形成に結びつ

かない転職」を上回るようになっている。つまり、転職がキャリア形成に結びつくかどうか、あ

る程度時期的な転機があるように思われる。こうした比率逆転の時期は、データからみると、男

子では就職3年目と4年目の間であり、女子では就職6年目と7年目の間と思われる。

　4）　年収

　①年収の分布

　年収については、調査の前年1990年中の年間収入について具体的な数値で記入してもらった。

以下この回答の分析をするが、それは次のような仮説に関わっている。つまり、賃金は経済生産

性の関数であり、ひいては労働の質・量の関数でもある。それゆえ、学卒就職者に限定して年収

を比較すれば、就業年数による職業的な能力の上昇傾向の一側面を検討することもできることに

なる。もちろん、賃金水準のうちには、企業規同等による資本や技術のレベルに規定され、また

スキルとは無関係な「年功」による部分や、労働の需給関係による部分が多くあることはたしか

である。とはいえ、専攻分野との関係で年収の伸びや分布をみることで、教育とスキル上昇との

関係をさぐる一つの手がかりとなるだろう。

　質問に対して、9割が具体的な数値を回答し、50万円、100万円単位できりのよい数字で同答す
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る者もあったが、他方で1万円単位まで細かく記入しているものもあった。その年収分布を50万

円単位でみると、民間就業者男女計、卒業年計（ただし1991年卒、1992年卒を除く：以下同じ）

では、351万円以上400万円未満の比率が20．1％ともっとも高く、つぎに451万円以上500万円未満

が13．7％であり、300～500万円の幅の中に多くの就業者の年収が分布していた。

　年収の分布を対数正規分布で近似してみると、年収の累積比率（のロジスティック変換値）に

よる年収対数値への回帰分析によって、図3－10のような決定係数91％の推計分布曲線が得られ

た。

　同じ図の実測値分布のほうは、50万円幅での分布算出し、それをさらに5万円刻みに分けて図

示している。つまり50万円の範囲を各5万円幅の計10階級にわけ、それぞれの分布を等比率とし

て表現している。こうして見ると、第5十分目つまり中央値が推計値で400万円、実測値で400万

円と非常にあてはまりがよくなっている。

　②年収の伸びと開き

　年収の卒業年別変化を、男子民間就業者の十分位年収でみると、図3－11の通りである。ここ

から、第1に卒業後の年数＝就業年数に応じた年収の上昇がみられること、第2に就業年数の短

い者ほど卒業コーホート内での年収の散らばりが小さく、就業年数が長くなれば年収分布の幅が

大きくなっていることが分かる。

　③年収と企業規模

　初職就職先の企業規模が年収を左右することは、他の統計等ですでに明らかな点であるが、本

調査結果でも、大卒10年目にあたる83年卒業の男子で比べてみると、5，000人以上の企業規模では

703．8万円、1，000～4，999人規模で598．5万円、999人以下規模で475．6万円とそれぞれ約100万円ず

つの開きができている。

　さらに、定着一転職による差異も大きく、同じ程度の企業規模の就職者の中でもこうした差異

がある。この点を確認するために作成したのが、図3－12であり、社会科学系の1，000～4，999人

規模の会社へ就職している場合、定着者と離職者の年収の平均値の差異が顕著であることがわか

る。

　④専攻分野と定着・離職による影響

　さらに、民間就職者の年収比較をつづけてみると、専攻分野による差異が大きく、定着・離職

による影響もある。特に、図3－13に示すように、専攻分野によって定着・離職がおよぼす影響

が異なっているため、それぞれの専攻の教育と企業内でのキャリア形成との関係を検討する材料

として、じつに興味深い結果となっている。

　すなわち、社会科学系男子は、入午後の経験に応じた年収の伸びがもっとも大きく、また年収
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図3－10年収の実測値と推計分布（男女計・民間就業者）
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図 3ー11 卒業年別の年収分布(男子・民間就業者)
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図3－12　社会科学系男子の年収（企業規模と離職経験別）
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分布の幅も大きい。この格差は、初職就職先の企業規模によるところが大きく、また同じ企業規

模でスタートしたばあい、離職者と定着者との差が卒業後の年数を加えるごとに大きくなってい

る。社会科学系男子の転職者の多くが転職時に所得が上昇したと答えているけれども、長期的に

見れば転職時の所得上昇の効果が失われている。これは、転職者がもともと低い賃金だったため

か、また年功による賃金上昇の少ない転職先にいく傾向があるのか、それとも定着者の側の賃金

上昇傾向が強いのか、結論することはできない。ただし、他の専攻分野との比較で見れば、社会

科学系男子の定着による賃金上昇が顕著であることが指摘できる。

　社会科学系と比べて、人文科学系男子では、定着者の所得上昇が急ではなく、離職者との差異

も大きくはない。

　また理科系男子では、同じ定着者でも年収の上昇は文科系男子ほどではなく、また分散も大き
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なものとなっていない。定着者と離職者とを比べても、平均年収には差がほとんどない。すなわ

ち、理科系では転職が所得上昇にむすびっくことが多いことが読み取れる。

さらに工学系については、修士卒は比較的まとまった対象数があり、現実の企業内の人材とし

ても一定の役割・位置づけをもっている。そこで、ここでは参考として、図 3ー13@で男子修士

卒・定着者の年収を示した。修士卒は、学部卒よりも年収の一上昇は急で、あるが、しかしながら、

社会科学系定着層の「学部卒」よりも低い年収にとどまっていることも指摘しておかねばならな

いだろう。

なお、転職に関しては、バブル経済下ではとりわけ技術系人材の引き抜きや転職がさかんに論

じられていたが、そのほかの時代でも技術系人材では、転職が所得上昇にむすび、っき、つまり知

識・技術が企業の枠を越えて流通する傾向が強~，ことを示唆している。さらにいえば、企業内で

の熟練の効果が小さく、大学・大学院での教育の重要性を示しているものとも考えられる。

女子でも、定着者と離職者との差は大きくないが、年収の上昇は理科系男子よりも一段と緩や

かであり、大卒10年目前後では、いわば上昇曲線が天井に達し停滞傾向が始まっているように見

ることもで、きる。

5 ) 昇進とその見通し

① これまでのキャリアと昇進

これまでの職業経験を、昇進の可能性という面から自己評価してもらうと、表 3-18のように

「出世コースの業務を経験してきたJ、「昇進可能性の限定された仕事をしてきたJなど、就職10

年目までにこうした見通しをはっきり答える者は、それぞれ男kともほぼ10%以内におさまって

いる。まだ、自分の職業キャリアの昇進面での明確な分岐点を意識してはL、ないといえそうであ

る。

ただし、文科系男子でみると、 9、10年目には「出世コース」と答える比率が14%あり、キャ

リアの分岐が理科系よりも早めに始まっている可能性が指摘できる。

② 将来の職業キャリアの展望

さらに、民間就業者について、45歳になった段階での昇進の見通しをたずねてみたものが表 3-

19である。選択肢が異なっているが、文科系出身者の方が、部門の管理者とか役員といったいわ

ゆる「出世」コースを多く意識しているように見える。つまり、文科系の質問でみると、男子の

23.8%が「部門の管理者・役員Jという予想をしており、 47.9%は「第 1線の管理者Jを想像し

ている。ここでも人文科学系と社会科学系の差が大きく、社会科学系ではこれらの両者で 7割に

対して、人文科学系では 6害Ijにとどまっており、人文科学系では「現状とかわらず」という比率

が6.3%ある。

0
0
 



図3－13　民間就業者の年収分布（性・専攻分野・離職経験別）

　　　　　①人文系男f定着層の年収
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②人文系男子離職層の年収
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③社会系男子定着層の年収
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④社会系男子離職層の年収

（力円）
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⑤工学系男子定着層の年収
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⑥工学系男子離職層の年収

（川il）
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⑦他の理科系男イ定着層の年収
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⑧他の理科系男子離職層の年収

（ノJ円）
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⑨女子定着層の年収

（ノ∫円）

卒　業　年 1991年 1990年 1989年 1988年 1987年 1986年 1985年 1984年 1983年
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⑩女子離職層の年収
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⑪工学系修士卒男子定着層の年収

（万円）
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100

o

学部卒業年 1991年 1990年 1989年 1988年 1987年 1986年 1985 1984年 1983年

8　平　均　値 397．7 4353 459．5 495．4 560．4 574．5 5957

國第1四分位 335 390 400 450 550 550 560

第3四分位 400 500 500 500 600 600 700
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表 3ー 18 これまでのキャリアと出世(民間:就職 7年目以上)

( 00. 多項目選択)

計 出世コースの業務 昇進可能性の限定

性別専攻 (対象数) を経験 された業務を経験

男女計 100.0 (3，491) 10. G li.5 

男子小計 100.0 (3.072) 11. 3 5.8 
ー・...... ・. ........ 

人文 100.0 ( 168) lりι4・ち・ 8. 9 
-ー・p・ ' 司司 ・ 唱・ ー・・・

社会 100.0 (1.579) 1~~. G -1.0 
- ・ ，・.. ・ ・・.. -・・

工学 100.0 ( 1. 027) 8.1 7. 5 
-...-.....-.-.ー・・・ ・ - ・h ・・

他理系 100.0 ( 298) 9. 7 8.1 
幡

女子 100.0 ( 419) 5.3 11. 7 

理系では、男子で「技術部門の第 1線管理者」が42.3%でもっとも多く、「専門職J15.0%、「部

門管理者・役員J12.2%、「常業部門の管理者J6.6%などにも少しずつ比率が散らばっている。

特に工学系で「技術部門の第 l線管理者Jが45.1%と多いのに対して、「その他の理科系Jでは

32.3%にとどまっており、工学系との将来展望の違いがある。

第 4節 離転職と進路選択の満足度

1 ) 進路選択の満足度

大卒者の初期キャリア形成の過程で、進路選択のいくつかの分岐点がある。ここでは、図 3-

14のように、 5つの時点についての満足度をたずねた。「大学・学部・学科jの選択がもっとも高

い満足度であり、ほぽ8害Ijの卒業生が「満足Jrやや満足Jと回答している。これに対して、「学

部卒業時の進路選択」、「学部卒業後のキャリアJ、「現在の職業生活全般」の順に満足度が下がり、

「学部時代の勉学Jがもっとも低い満足度である。学部時代の勉学に関しては 6割以上が「やや

不満Jr不満Jと回答している。

専攻分野別には、全般的に差は小さいけれども、「学部時代の勉学Jについては一定の有意な差

異が認められる。男子の中で、人文科学系で「満足Jrやや満足」が4l.8%あるのに対して、「他

の理科系Jで39.5%、「工学系Jで36.9%と下がり、社会科学系では34.3%ともっとも低い満足度

である。社会科学系では、つまり 3人に 1人が「不満Jrやや不満」と答えたのである。

これらの満足度は、就職後の「初期キャリアJの形成の違いにも関係していると考えられるた

め、ここでは離転職経験と進路選択満足度との関連を調べた。すなわち、初j職を継続しているか、

就職 3年目までに離職しているか、その後離職しているか、また、女子では無業である者にも注

目して、比車交した。
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表3－19　45才時の昇進の見通し

①文系質問紙
。。（）実数

性・専門分野
合　計

男子小計 男子人文 男子社会 女子

合　計

100．0

i5856）

100．0

i4567）

101）．0

i507）

100．0

e3967）

100．｛〕

曹Q89）

部門管理者・役員
19．8 23．8 24．1 23．8 5．8

第1線の管理者
42．6 47．9 37．3 49．9 23．7

専門職
14．1 10．8 15．2 9．6 26．1

現状と変らず
8．2 4．7 6．3 4．3 20．9

わからない
12．5 10．5 lL4 10．5 19．4

無回答・不明
0．7 0．4 3．2

一一

齊M 1．9

②理系質問紙

性・専門分野
合　計

塁jF小計 男r」’学 男r他理系 女子

合　計

101）．0

i4175）

100．0

i3322）

100．0

i2603）

100．1）

s719）

100．0

u853）

部門管理者・役員
10．8 12．2 11）．7 17．8 5．3

技術部門の1線管理者
36．7 42．3 45．1 3Z．3 14．7

製造部門の1線管理者
2．7 3．3 3．6 2．1 0．4

営業部門の1線管理者
5．8 6．6 5．6 10．0 2．8

専門職
19．8 15．O 14．4 17．0 38．6

現状と変らず
7．4 5．1 5．0 5．7 ］6．1

わからない
14．8 13．3 13．4 13．1 20．5

無回答・不明
0．7 O．5

一
一

2．1 1．5

一　95　一



図3－14 進路選択の満足度（性・専攻分野別）

A）大学・学部・学科の選択

　0／b

lOO

80

60

40

20

o

性・専攻 り汝計 男f小計 男子・人文 男f・社云 男チ・⊥学男子・他の理系 女f

因満足 43．2 43．5 42．3 43．8 43．0 44．8 42．4

園やや満足 33．8 33．8 31．3 33．8 34．8 33．2 33．7

翻やや不満 16．0 15．7 18．0 15．5 15．5 15．4 16．7

皿不満 6．3 6．2 7．2 6．3 5．9 6．0 6．3

□不明無回答 0．7 0．7 1．2 0．6 0．8 o．5 0．8
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B）学部時代の勉学

　o／0

100

80

60

40

20

o

性・厚攻分野 男女計 男f小計 男r・人文 男f・社会 男チ・工学男子・他の理系 女－f

因満足 12．7 11．9 15．3 11．0 11．9 13．2 14．6

團やや満足 25．9 24．5 26．5 23．3 25．0 26．3 29．3

圏やや不満 39．5 40．0 34．9 40．5 41．4 38．3 38．1

皿不満 21．1 22．7 22．1 24．5 20．5 21．4 17．3

ロィ朔無1・1答 0．9 0．9 1．2 0．8 1．2 0．8 0．7
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C）学部卒業時の進路選択

％

よ，＋’

C蠣灘．

　鑛 　　　　灘騒　・

羅懇

蜩蜩
盟灘

　　　　　　　　㌔　　層’　　　“　　、㌔　　　　　離．

　　．‡

ｻ灘雛，

　　7“
ｩ　、　・
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F・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・

E：・：・：・：・：・：

F・：・：・：・：・：・

E：・：・：・：・：・：

D・
F・：・：・：・：・

E：・：・：・：・：・：

F・：・：・：・：・：・

E：・：・：・：・：・：

F・：・：・：・：・：・

E：・：・：・：・：・：

：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・

F・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・

F・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・

F・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・

F・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・

・：・：・：・：・：・

E：・：・：・：・：・：’・：・：・：・：・：・

F・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・

F・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・

F・：・：・：・：・：・：・1・：・：・：・

：：：：：：：：：：：：

F・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・

F・1・1・：・：・：・：・：・：・：・：・

F・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・

F・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・

：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・

F・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・

P・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・

F・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・

F・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・

性・専攻分野 男女計 男f小計 ワ汀・人文 リ汀・社会 男鈴・工学男子・他の理系 女ヂ

E］満足 25．5 27．0 26．0 24．1 26．0 25．3

園やや満足 35．6 36．O 31．1 35．6 37．5 37．0 34．5

騒やや不満 25．2 25．1 25．8 24．5 26．3 24．0 25．3

皿］不満 12．7 12．2 13．9 12．8 10．8 12．1 13．9

□不明無1・1答 1．1 1．2 2．2 1．0 1．3 0．9 1．0

一　98　一



D）学部卒業後のキャリア

　9／0

100

80

．鑛，

60

40

20

o

性・厚攻分野 男女計 男f小計 男f・人じ 男r・社ム 男f・工学男子・他の理系 女f
E］満足 19．6 19．9 22．0 20．7 18．2 19．8 18．8

團やや満足 40．9 42．2 40．3 41．2 42．7 46．0 37．7

團やや不満 27．8 27．1 24．6 27．4 28．5 23．9 29．7

皿不満 10．2 9．2 10．4 9．3 8．9 9．0 12．4

ロィ朔無1・】答 1．5 1．6 2．7 1．4 1．7 1．3 1．3
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E）現在の職業生活

　o／0

100

80

60

40

20

o

性・厚攻分野 男女計 ワ仔小計 男f・人文 男f・社ム 男f・工学男子・他の理系 女子

図満足 19．7 20．1 20．8 21．3 17．9 20．1 18．8

園やや満足 40．6 41．6 41．2 42．0 41．0 41．3 38．1

圏やや不満 27．3 27．7 26．8 26．3 30．4 27．1 26．6

皿イ満 10．6 9．5 9．2 9．4 9．4 10．5 13．1

ロィ朔無回答 1．8 1．2 2．0 1．0 1．2 1．0 3．4
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図3－15進路選択の満足度（初期キャリア別）
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A）大学・学部・学科の選択　　C）学部卒業時の進路選択　　E）現在の職業生活

　　　　　　　　B）学部時代の勉学　　　D）学部卒業後のキャリア
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A）大学・学部・学科の選択　　C）学部卒業時の進路選択　　E）現在の職業生活
　　　　　　　　B）学部時代の勉学　　　D）学部卒業後のキャリア
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ハ）男子　　「大学・学部・学科の選択」

　％
　40
　　　定　馳期離職
棄　　　着　　後期離職
5　30

童20

弍
謬10

　0
専攻分野 人文科学系 社全科学系 工　学　系 他の理系

囎定着就桑 23．4 20．3 20．9 20．2

灘早期離職就桑 3L4 26．9 27．8 27．0

国後期陰職就桑 20．5 30．4 18．4 23．6

二）男子　　「学部卒業時の進路」

専攻分野 入文科学系 社会科学系 工　学　系 他の理系

團定着就業 31．6 31．5 33．3 32．0

腰早期離職就菓 64．7 66．4 67．3 53．2

墜後期離職就粟　　　47，5 50．7 47．8 58．3
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「学部卒業後のキャリア」

’亜　・＝・

専攻分野 人文科学系 社会科学系 工　学　系 他の理系

5定着就乗 30．2 34．5 37．3 32．1

聴早期雌職就乗 47．1 44．7 43．1 36．5

翻後期離職就桑 43．6 4L7 31．6 33．4

刮二業職の在現「子男　へ
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撰
隆
憂
衡
」
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鍵
隆
」

0

専攻分野 人文科学系 社会科学系 工　学　系 他の理系

囲定着就藁 37．9 37．6 42．3 39．0

盟早期離職就桑 34．O 26．1 30．1 28．6

■後期離職就窺 24．3 26．3 23．5 30．5

　この学卒後のキャリア別に「不満」「やや不満」の比率を図示したのが図3－15であり、男子の

ばあい、早期離職者の64．7％が学部卒業時の進路選択への不満を表明している。これに対して、

後期の離職者ではこの比率は50．3％であり、彼らの場合には必ずしも学部卒業時の進路選択を問

題とするわけではない。また、他の時点での不満度についても早期離職者と後期離職者との差が

あり、はやく離職している者ほど進路選択の適切さの問題と関係していることを示唆している。

また、工学系の後期離職者では、定着者と比べても満足度の差が小さい。

　女子のばあいには、学部卒業時の進路選択で、早期離職者に不満が大きいものの、他の側面で

は大きな差異はない。

　2）　大学教育の評価

　最後に、大学教育の評価に関する側面に少しだけ触れておこう。仮定の話ではあるが、もしも

う一度高卒時点から進路を選択し直すとしたらどのようなコースを辿りたいのか、聞いてみたも

のが図3－16である。すなわち、圧倒的多数の95．1％が大学に進学すると回答しており、逆に、
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大学へ進学しないと回答する者は1．8％である。また進学する場合、同じ大学へ進学したいという

者は24．3％にとどまるのに対して、別の大学へ進学したい者が41．7％と多くなっている。また学

部選択では、40．9％が同じ学部に進学したいと回答しているのに対して、別の学部に進学したい

者は39．7％と意見が分かれている。

　　　図3－16　もし高校からの進路選択をできれば（Q28）

イ）同じ大学一別の大学　　　　　　　　　　　ロ）学部の選択

　学部選択に関して専攻分野別の比較をしてみると、理科系で同じ学部を、文科系で別の学部を

という希望が多い。つまり、男子で、工学系では50．1％が「同じ学部」と答え、他の理科系でも

「同じ学部」希望が「他の学部」希望を上回っている。これに対して、人文科学系で43．4％、社

会科学系で40．3％が「他の学部」を希望しており、「同じ学部」希望を上回っている。

　ここでも、学卒後の定着・離転職経験との関連をみると、就職3年目までの早期離職者のばあ

いにこれまで受けてきた大学教育の選択に対する否定的評価、すなわち「大学非進学」「他の大学」

「他の学部」の希望が多い。これらを表にまとめてみると、表3－20のようになる。

　とりわけ、文科系の早期離職に関しては、大学教育への否定的な評価とつながっており、大学

教育への問題提起をはらんでいることを指摘しておきたい。
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　　　　　　　表3－20　これまで受けた大学教育以外の希望（仮想の質問Q28による）

　　　　　　　　　　　　　　一「初期のキャリア」別一

イ）大学進学を希望しない比率
（oK’）

学卒後のキャリアのパターン

計 初山に定着就業 i初山3年未満でi初山3年就業後

i
初
山
を
離
職
し
・

性別 専攻分野別 離職し現在就業i離職し現在就業 i無業

男女計 1．8 1．3 4．0 2．6 2．2

男子 小計 1．9 1．4 5．0 2．7 5．0

人文系 2．7 1．3 7．8 2．6 3．2

社会系 1．9 1．1 5．3 3．8 6．3

’，’”
響　「　・　，　．　・　．

工学系 2．0 1．8 4．5 1．3 3．4

，，一r噂
ρ　の　　・　■　9 ■　○　　　．　．

● 他の理科系 1．5 1．3 1．6 2．8 5．0

，，・」臨 9■幽9．「曾 ，曹．．9
，　◆　r　r　匿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　●　．　7　． ■　●　．　■　，

女子 1．4 1．1 1．6 2．0 1．8

ロ）他の大学進学を希望する比率（進学希望平中）
（％）

学卒後のキャリアのパターン

計 高高に定着就業；高這3年未満て；初山3年就業後；初山を離職し

性別 専攻分野別 i離職し現在就業i離職し現在就業i無業
●

男女計 41．7 40．8 48．2 46．0 38．6

■曹曾艦・
「　「　o　．　■　曾

男子 小計 42．2 41．0 49．3 45．5　　甲　●　．　，　“　・ 43．6

人文系 39．1 34．6 54．3 45．3 33．3
，　，　・　9　9

社会病 44．6 43．1 51．3 52．3 43．8

．幽曹髄■曾

工学系 41．1） 40．6 44．8 38．7 46．4

他の理科系 37．5 37．3 43．1 35．7 55．6

女子 40．6 40．2 45．9 47．7 37．8

ハ）他の学部を希望する比率ぐ進学希望血中）
（％）

学卒後のキャリアのパターン

計 初回に定着就業i初回3年未満でi初回3 年就業後i初回を離職し

性別 専攻分野別 離職し現在就業i離職し現在就業i無業

男女計 39．7 37．9 44．0 44．2 45．2

■．9．■・

男子 小計 38．4 37．3 43．0 42．1 44．3
，　じ　■　r　幽

人文系 43．4 39．9 52．9 48．0 41）．0

社会系 40．3 39．3 43．9 45．3 42．5
．　・　o　－　9　■

工学系 33．6 32．9 38．6 34．3 42．9

他の理科系 38．8 38．8 35．8 45．7 61．1

女子 43．0 40．0 46．1 50．6 45．3
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